
歩

社同

史

高

歴

コ
闇
国
土
佐
」
は
、
今
円
で
は
観
光
地
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
明
治
継
逝
裂
に
多

く
の
人
材
を
世
に
送
t
出
し
た
土
地
と
し
て
有
布
で

あ
る
。
こ
の
土
佐
は
ま
た
、
特
に
同
森
の
危
機
に

際
し
孫
六
な
人
物
を
送
り
、
大
き
な
議
を
な
し

た
士
地
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
同
志
社
の
歴
奥
に
関

係
の
あ
る
人
物
を
二
三
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

特
に
最
近
、
地
背
知
に
お
い
て
も
、
岡
寝
と
関

係
深
い
人
物
に
つ
い
て
の
認
桑
深
ま
り
、
こ
れ
ら

の
人
々
の
綴
碑
や
銅
像
等
が
建
立
さ
れ
た
の
で
、

そ
れ
ら
を
め
ぐ
り
「
散
歩
」
し
た
い
と
思
う
。

立
志
社
跡

こ
の
立
占
社
は
儒
退
功
、
片
岡
健
占
ら
に
ょ
っ

て
登
さ
れ
、
,
H
由
暴
迎
動
の
原
動
力
と
な
り
、

臼
木
倫
史
に
も
火
き
影
鷲
」
及
ぽ
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
社
長
と
な
っ
た
人
は
後
に
同
森
の
第

工
代
社
長
と
な
っ
た
片
岡
健
吉
先
生
で
あ
り
、
こ
の

立
志
社
の
逓
馨
機
関
で
あ
っ
た
立
志
キ
、
法
律

^
^
、
^
^
ツ
上
^
^
^
^
^
き
Π
^
^
^
^
^
^
^

(
第
叫
代
川
志
社
礼
長
)
が
あ
っ
た
。

ま
ず
準
壽
い
「
は
り
ま
や
橋
」
の
西
に
あ
る

ホ
央
倫
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
入
口
に
あ
ず
き
色
の

血
然
石
の
卿
が
あ
り
、
「
寸
ヒ
心
社
鋤
」
と
刻
ま
れ
、

そ
の
下
に
次
の
ど
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
芳
い
空

青
い
海

占
い
山
こ
こ
に
ス
さ
と
白

由
が
あ
る
。
明
治
七
年
一
銘
に
証
生
し
た
立
志
社

は
、
こ
の
大
自
然
を
象
徴
し
了
晶
民
権
の
黙
一

を
掲
げ
、
口
本
近
代
化
の
た
め
に
先
駆
し
た
。

由
は
土
佐
の
山
問
よ
り
出
づ
』
と
い
わ
れ
た
往
年

を
同
想
し
て
、
私
た
ち
は
碑
前
に
若
さ
と
内
由
を

九
た
え
よ
う
。
昭
和
三
十
七
年
七
月
」

高
知
市
力
ら
西
へ
品
嘔
で
.
二
十
分
、
士
佐
市
(
川

高
岡
町
出
脚
村
等
合
併
に
ょ
る
)
市
役
莎
を
尋
ね

る
と
、
張
需
の
碕
に
、
数
佃
の
碧
を
組
み

介
わ
せ
た
.
二
軽
の
高
さ
の
士
台
の
上
に
、
更
に
高

さ
.
云
U
余
、
棚
三
お
大
白
翁
の
堂
々
た
る
綴

冊
力
建
っ
て
い
る
。
北
地
出
身
笵
四
代
同
志
社
仕

長
西
原
謎
先
生
の
綴
撃
あ
る
。
燮
を
原
文

の
ま
ま
次
に
起
す
と
、

「
西
ル
沽
宋
(
さ
い
ぱ
ら
せ
い
と
ぅ
)
先
生
は
文
久

元
年
(
一
八
一
ハ
一
年
)
九
月
八
1
岡
郡
出
昇

に
生
ま
れ
た
。
青
い
山
な
み
緑
の
平
野
は
先
生
を

健
や
か
な
少
年
に
台
て
た
。
十
四
歳
の
時
'
羔
社

英
学
校
に
入
学
、
板
頂
退
功
、
片
岡
健
吉
ら
に
会

い
自
由
民
権
研
に
参
画
、
九
く
ま
し
い
り
っ
ぱ

西
原
清
東
先
生
の
こ
と
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な
青
年
と
な
っ
た
明
三
十
一
年
衆
需
談
員
に
選

挙
さ
れ
め
ざ
ま
し
く
活
躍
。
時
の
政
府
が
キ
リ
ス

ト
教
学
徒
の
伴
猶
予
特
繋
止
令
左
発
す
る
や

衆
議
院
識
長
の
懇
誌
に
ょ
っ
て
同
志
社
社
長
に
勍

任
、
政
府
と
対
決
つ
い
に
こ
の
法
令
を
撤
回
さ
せ

た
。
後
テ
キ
サ
ス
に
雛
削
誓
と
し
て
五
十
年

ふ
る
さ
と
の
青
年
ら
を
招
い
て
指
導
し
南
米
そ
の

得
国
を
巡
り
保
器
に
尽
く
し
た
。
(
後
略
)
」

西
原
清
東
先
生
奈
四
代
伺
志
社
社
長
に
陛
さ

れ
た
次
第
の
要
点
は
こ
う
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
頃

に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
国
内
に
国
粋
卞
襲
的
風
潮
が

高
主
り
、
文
群
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
疾

に
は
徴
兵
猶
予
の
竹
典
を
ー
ナ
え
な
い
と
の
方
針
を
打

ち
出
し
た
。
こ
れ
は
伺
志
社
に
と
ぅ
て
も
死
活
問
題

で
あ
っ
九
。
校
祖
建
学
の
キ
リ
ス
ト
教
粕
神
壽
て

て
ま
で
も
学
校
の
存
続
を
計
る
か
否
か
の
大
問
題
と

な
り
、
遂
に
当
時
の
讐
代
横
井
蹄
社
長
以
下
全

社
員
(
理
事
)
孤
孫
職
と
い
う
事
器
立
ち
至
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
危
機
に
商
面
し
て
同
志
社
を
背
負

つ
て
立
ち
得
る
社
長
在
求
め
る
こ
と
は
系
撃
あ
っ

た
。
そ
の
人
物
は
、
同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教
粘
神
を

守
り
抜
く
熱
烈
な
仁
仰
者
で
あ
り
、
同
時
に
怒
濤
の

ど
と
く
押
し
寄
せ
る
政
府
の
力
を
ハ
ネ
返
す
だ
け
の

政
治
力
倫
ち
主
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
両

者
を
兼
備
し
た
人
物
と
し
て
、
同
嘉
気
愛
す
る

人
々
の
倒
に
止
ま
っ
九
の
が
、
西
原
一
蜑
先
生
そ
の

人
で
あ
っ
光
。
先
生
は
同
志
社
の
出
身
で
は
な
か
っ

た
か
、
眼
諾
さ
れ
て
、
社
長
と
な
り
同
志
社
の
危
機

を
救
い
翫
、
い
た
の
で
あ
る
。

片
岡
健
吉
先
生
の
銅
像

高
知
城
の
鰭
、
地
方
帶
に
は
珍
ら
し
い
七
階
建

の
堂
々
た
ろ
県
零
、
そ
れ
に
整
す
る
県
会
諺

堂
の
前
に
は
、
昭
和
三
十
八
年
三
月
に
建
て
ら
れ
た

片
岡
響
先
生
の
等
身
大
の
銅
像
が
あ
る
。
「
朋
治

維
新
の
創
業
に
参
加
し
て
功
あ
り
、
立
志
社
を
創
立

し
立
憲
政
治
の
確
立
に
挺
身
、
高
知
県
会
初
代
議
長
、

更
に
衆
議
院
議
長
と
な
り
上
下
の
信
望
を
集
め
た
」

と
賞
轡
れ
た
こ
の
片
岡
健
吉
先
集
、
デ
ビ
ス
博

士
ら
金
腎
懇
彫
よ
り
、
衆
議
院
議
長
の
要
職

に
あ
り
つ
つ
第
五
代
同
志
社
々
長
を
つ
と
め
、
そ
の

晩
年
を
同
志
社
の
た
め
に
捧
げ
、
仁
仰
と
人
格
に
よ

る
立
派
な
籍
を
同
志
社
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

伝
道
に
ょ
り
、
明
治
二
十
年
に
創
立
さ
れ
た
教
会
で

あ
る
。
公
盡
所
在
地
は
数
回
変
っ
た
)
こ
の
殴
会
に

は
、
代
々
同
志
社
出
身
の
牧
師
が
迎
え
ら
、
同
志

社
校
友
<
子
島
支
裂
を
も
つ
と
め
て
犬
九
初
代

杉
浦
義
一
牧
師
、
伊
吹
岩
五
鄭
、
東
正
義
牧
師
と
続

き
、
第
四
代
牧
師
に
は
牧
欝
次
先
生
を
迎
え
た
。

先
生
二
十
四
才
の
春
で
あ
る
。
先
生
在
任
四
年
、
士

佐
教
会
の
基
礎
至
め
ら
れ
た
と
と
も
に
こ
こ
で
先

生
は
べ
タ
ー
ハ
ー
フ
を
得
ら
れ
た
。
当
特
を
回
顧
し

て
先
生
は
「
私
が
始
め
て
十
七
才
の
少
女
を
土
佐
教

会
で
見
出
し
て
よ
り
算
え
て
実
に
五
十
年
を
経
た
の

だ
」
(
針
の
穴
か
ら
」
)
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
牧

野
先
生
が
、
第
二
次
大
戦
の
嵐
の
中
の
同
志
社
を
守

ら
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

次
い
で
第
五
代
牧
師
に
は
砂
川
竹
蔵
牧
師
を
迎
え

約
五
十
年
に
及
ぷ
牧
会
揺
に
ょ
り
土
佐
教
会
は
磐

石
の
上
長
立
さ
れ
た
。
先
生
の
信
仰
に
よ
る
人
徳

は
高
く
広
く
、
今
な
お
多
く
の
人
々
に
慕
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
火
山
究
牧
師
(
器
都
教
会
)
、
児

玉
沽
次
郎
牧
師
(
現
祁
戸
教
会
)
に
よ
っ
て
引
き
継

が
れ
、
教
会
最
後
飛
譜
な
窕
屡
を
遂
け
た
。
そ

れ
と
と
も
に
校
友
、
黒
の
交
わ
り
も
こ
の
教
会
牧

師
を
中
心
に
深
め
ら
れ
今
日
に
べ
ー
つ
て
い
る
。

(
校
ヤ
・
土
佐
教
会
牧
師
)

土
佐
教
会

高
知
市
の
中
央
を
流
れ
る
鏡
川
尿
に
「
後
藤
象

二
郎
先
生
誕
生
の
地
」
と
い
う
碑
が
建
っ
て
い
る

が
、
そ
の
邸
跡
に
士
佐
教
会
が
あ
る
。
組
合
教
会
の
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